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エ
リ
ー
さ
ん
ウ
ェ
イ
さ
ん
ご
夫
妻
が
淀

江
の
宿
今
津
田
中
家
に
滞
在
さ
れ
る
の
は

今
回
が
3
回
目
で
す
。

　
２
０
２
０
年
11
月
に
母
屋
の
簡
易
宿
所

の
許
可
を
取
得
し
、
２
０
２
１
年
３
月
に

宿
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
完
成
さ
せ
る
と
同

時
に
、
A
i
r
b
n
b
（
エ
ア
ビ
ー
ア
ン

ド
ビ
ー
、
略
称
「
エ
ア
ビ
ー
」）
に
宿
登

録
を
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
企
業
が
運
営

す
る
「
エ
ア
ビ
ー
」
は
、
様
々
な
国
や
地

域
で
短
期
・
長
期
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
体

験
を
提
供
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト

プ
レ
イ
ス
で
、
宿
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
私 

洋
子
も
海
外
の
旅
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
暮
ら
し
体
験
」
と

い
う
フ
レ
ー
ズ
に
共
感
し
て
く
だ
さ
っ
た

エ
リ
ー
さ
ん
ご
夫
妻
は
G
W
に
4
泊
5
日

滞
在
、
一
緒
に
農
作
物
を
植
え
、
買
い
物

に
行
き
、
山
中
さ
ん
収
獲
の
貝
な
ど
も

使
っ
た
B
B
Q
を
し
、
ま
た
ご
夫
妻
で
自

転
車
や
車
を
使
っ
て
近
隣
周
遊
さ
れ
、
そ

の
後
も
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
で
交
流
。

　
2
0
2
2
年
10
月
の
2
回
目
の
滞
在
で

は
、
は
で
か
け
や
手
刈
り
の
稲
刈
り
な
ど

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
私
が
東
京
に
行
っ
た
時

に
も
会
う
な
ど
交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
旅
程
は
事
前
に
エ
リ
ー
さ
ん
と
相

談
し
て
、
23
日
は
千
代
む
す
び
（
境
港
）
で

酒
蔵
工
場
見
学
を
予
約
。
現
在
の
酒
造
り
に

触
れ
、
試
飲
を
し
ま
し
た
。

　
夜
は
「
淀
江
い
ろ
ど
り
ダ
イ
ア
リ
ー
」
の

企
画
「
旧
酒
蔵
で
お
食
事
会     

i
n 

G
a
l
e
r
i
a
大
正
蔵
」
に
参
加
。
南
米

ア
ン
デ
ス
地
方
の
音
楽「
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
」

の
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
、【
淀
江
と
な
り
組

（
メ
キ
シ
コ
か
ら
U
タ
ー
ン
し
た
大
正
蔵

オ
ー
ナ
ー
の
奈
津
子
さ
ん
と
広
島
か
ら
移
住

し
て
き
た
睦
さ
ん
の
お
料
理
ユ
ニ
ッ
ト
）】

提
供
の
食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。
食
後
、
施

設
内
を
散
策
。旧
酒
蔵
の
魅
力
を
残
し
つ
つ
、

異
文
化
も
織
り
交
ぜ
た
空
間
に
、
感
嘆
の
声

が
何
度
も
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

エ
リ
ー
さ
ん
と
の
出
逢
い

酒
蔵
見
学
か
ら
の
大
正
蔵

はで掛けをするエリーさんウェイさんご夫妻

大正蔵の入り口で柿の絵と一緒に兄妹 大正蔵には昔の木樽が残る
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11
月
22
日
〜
25
日
ま
で
、

東
京
在
住
の
帰
国
子
女

エ
リ
ー
（
平
野
恵
理
）
さ
ん
、

台
湾
人
ウ
ェ
イ
（
黄 

介
韋 

ホ

ワ
ン 

ジ
ェ
ウ
ェ
イ
）
さ
ん
ご

夫
妻
が
、
淀
江
の
宿
今
津
田

中
家
に
滞
在
、
23
日
か
ら
は
、

エ
リ
ー
さ
ん
が
ス
ペ
イ
ン
の

高
校
に
通
わ
れ
て
い
た
と
き

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
だ
っ
た

ス
ペ
イ
ン
人
ご
家
族
4
名
（
ホ

セ
ル
イ
ス
さ
ん
、 

ベ
ゴ
ニ
ャ
さ

ん
、
ハ
ビ
エ
ル
さ
ん
、
ア
ネ

さ
ん 

）、
エ
リ
ー
さ
ん
の
お
友

達
で
ア
メ
リ
カ
在
住
の
コ
ロ

ン
ビ
ア
人
と
そ
の
お
友
達

（
ヴ
ィ
ヴ
ィ
さ
ん
、
シ
ン
シ
ア

さ
ん
）
も
加
わ
り
、
と
て
も

仲
の
良
い
8
名
の
方
と
一
緒

に
楽
し
い
交
流
を
し
ま
し
た
。

　
エ
リ
ー
さ
ん
は
、
幼
少
期

か
ら
の
海
外
暮
ら
し
が
長
く
、

英
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
が
堪
能

で
、
海
外
に
多
く
の
お
友
達

を
持
つ
、
と
て
も
優
秀
で

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
女
性
で
、

今
回
は
彼
女
の
誕
生
日
に
合

わ
せ
て
お
祝
い
も
兼
ね
て
、

皆
さ
ん
が
来
日
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
エ
リ
ー
さ

ん
と
の
ご
縁
で
、
素
敵
な
皆

さ
ん
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い

ま

づ

た

な

か

や

よ
ど
え
の
や
ど
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　ヨーロッパ、アメリカ、日本から集まった 8 人のグループで伺い
ました。洋子さんと、彼女の経営される伝統的な日本家屋のお宿へ
の滞在は、私達にとって一生思い出に残る経験となりました。彼女
の本格的で美味しい日本食と素晴らしいおもてなしにはとても感動
しました。
　また地元の文化や伝統を学べる貴重な体験を企画してくださった
り、餅つきや日本食の朝食など「本物」の日本文化を体験できるユ
ニークな機会を頂き、とても興味深かったです。
　ここに滞在出来て、彼女のおもてなしを受けたことが今回の旅で
一番の思い出となりました。洋子さん、本当にありがとうございま
した。彼女は本当に素晴らしいホストです。

　皆さん先週末帰りましたが、終始、米子が一番よかった、洋子さんのホスピタリティ
が素晴らしすぎたと言っていました。何から何までありがとうございました。洋子さ
んのところに皆んなを連れて行って正解でした。貴重な体験の数々をありがとうござ
います！山中さんや皆さんにもよろしくお伝えください。

行程表

天
の
真
名
井
と
本
宮
の
泉

皆
に
喜
ば
れ
た
食
べ
物
は
？

大
豆
脱
穀
＆
餅
つ
き

　
殆
ど
の
皆
さ
ん
が
初
来
日
で
し
た
が
、

エ
リ
ー
さ
ん
の
企
画
で
、
大
山
さ
ん
の
麓

か
ら
始
ま
る
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
日
本
旅
に
…
。

　
23
日
に
は
天
の
真
名
井
（
弥
生
時
代
か

ら
生
活
用
水
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
形
跡

が
あ
る
）、
25
日
に
は
本
宮
の
泉
（
一
日
３

万
ト
ン
の
湧
水
量
を
誇
る
）、
淀
江
の
2
か

所
の
湧
水
地
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
観
光
客
の
居
な
い
静
寂
の
中

で
、「
大
山
さ
ん
の
お
か
げ
」、
約
30
年
前

の
雪
解
け
水
が
湧
き
出
す
自
然
の
恵
み
に

触
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
天
の
真
名

井
で
は
湧
水
を
汲
ん
で
帰
り
、
宿
で
出
す

コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
、
お
鍋
に
利
用
し
ま
し

た
。
本
宮
の
泉
は
紅
葉
が
と
て
も
綺
麗
な

時
期
で
、
清
ら
か
な
水
と
紅
葉
で
日
本
を

感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
宿
で
は
24
日
の
夜
、
そ
し
て
最
終
日
の

25
日
の
朝
に
食
事
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
夜
の
食
事
は
地
元
食
材
・
畑
の
野
菜
を

使
っ
た
家
庭
料
理
、「
鳥
取
和
牛
の
す
き
焼

き
」＆「
近
隣
の
漁
港
で
獲
れ
た
魚
介
類
と

自
家
製
野
菜
の
海
鮮
鍋
」。
皆
さ
ん
と
て
も

喜
ん
で
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

特
に
醤
油
・
み
り
ん
・
酒
・
砂
糖
で
味
付

け
し
た
す
き
焼
き
の
中
に
入
っ
た
「
焼
き

豆
腐
」
が
大
人
気
！　
食
後
は
、
男
性
含

め
皆
で
洗
い
物
・
皿
拭
き
を
し
て
く
だ
さ

り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
片
付
け
完
了
！

　
翌
朝
の
朝
食
は
、
日
本
の
朝
ご
は
ん
。

天
日
干
し
の
は
で
か
け
米
き
ぬ
む
す
め
、

豆
腐
と
ネ
ギ
の
味
噌
汁
、
焼
き
魚
や
サ
ラ

ダ
、
お
ぼ
ろ
豆
腐
、
板
わ
か
め
、
大
山
ハ

ム
ウ
ィ
ン
ナ
ー
な
ど
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
25
日
11
時
か
ら
、
あ
り
が
た
い

ご
近
所
さ
ん
山
中
さ
ん
の
全
面
協
力
の
下
、

足
踏
み
脱
穀
機
と
唐
箕
を
使
っ
て
、
皆
さ

ん
お
気
に
入
り
の
豆
腐
の
原
材
料
で
あ
る

大
豆
を
脱
穀
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
山
中
さ
ん
の
し
め
縄
談
義
を
エ
リ
ー

さ
ん
が
ス
ペ
イ
ン
語
に
通
訳
。
そ
し
て
、

地
元
の
皆
さ
ん
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て

餅
つ
き
開
始
。
江
戸
の
間
で
ワ
イ
ワ
イ
ガ

ヤ
ガ
ヤ
丸
め
ま
し
た
。

　
宿
に
は
ス
ペ
イ
ン
語
が
飛
び
交
い
、
私
、

洋
子
も
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
皆
さ
ん
も「
シ
ー

（
は
い
）」と「
グ
ラ
シ
ア
ス（
あ
り
が
と
う
）」

は
お
互
い
の
母
国
語
で
言
え
る
よ
う
に
な

り
、
エ
リ
ー
さ
ん
の
通
訳
の
お
陰
で
不
自

由
な
く
楽
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ホセルイスさんとベゴニャさん 天の真名井で水を汲むハビエルさん

いつも手伝ってくれるウェイさん 鍋を囲んで乾杯！

しめ縄を見せながら解説する山中さん 餅つきするアネさん

11月23日 (土 )
米子空港～美保関～酒蔵見学
～天の真名井～大正蔵食事会
11月24日 (日 )
各自で朝食～稲佐の浜～出雲大社～
松江城～武家屋敷～温泉（or 買い物）
～夕食（すき焼き＆海鮮鍋）
11月25日 (月 )
日本の朝ごはん～大豆の脱穀～
しめ縄解説～餅つき～本宮の泉～
植田正治写真美術館～大山寺参道
～桝水高原～大山まきばみるくの里～
（沈む夕日に向かって）～米子駅
※18時台の特急やくも乗車、倉敷泊
※その後、東京へ
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宿を訪れる国内外の方との交流はとても楽しい。観光庁の高付加価値事業で「日本の紀元・神話の国」
がテーマのこの地。日本の旅をこの地から始めて他の地域に足を延ばす旅も提供していきたい。
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淀江の宿今津田中家
2024 年度会員募集

2,000円
3,000円

����������

●

●
●

（飲食・カフェスペースレンタル・宿泊・イベント参加）
毎月１回 各種10%割引券

● 瓦版2周年イベント (2025年3月開催予定)無料参加 !

お米1升 (約1.5kg)プレゼント(きぬむすめor もち米)
瓦版の送付

お申込み
フォーム

※1 月、2 月は日替わり店長カフェをお休みします。「淀江の宿 今津田中家」の宿で提供している地元食材を使った朝食・江戸時代の朝
食作り体験・BBQは 4 名以上でご予約を承ります（7時～ 21 時）。詳細はWEB サイト等でご確認ください。

会員特典

瓦版継続発行を応援してくださる会員の皆様を募集しています。
お得な会員特典も！ご協力よろしくお願いいたします。

継続会員：瓦版 13号～ 24号　新規会員：瓦版 1号～ 24号

・新米ご希望の方は 2024 年 11 月以降
・お米は基本当宿にてお渡し（郵送料別途）
・お米が不要の場合、淀江の宿 今津田中家の利用券1,000円分プレゼント

継続会員

新規会員

年
会
費

高付加価値なインバウンド観光地づくり
　( 一社 )山陰インバウンド機構「山陰の手仕事に出会う旅」造成事業にてモニターツアーが実施されました。この地で代々
継承されてきた手仕事の美しさの通底にあるものを体感していただくために、手仕事の現場訪問だけではなく地域の特性や
人々の精神性を知っていただくコンテンツも交えた 3 泊 4 日のツアーです。宿のオーナー洋子が専務理事を務める
BisuiDaisen は事業受託された ( 一社 )Expe より、大山パートのコンテンツ造成を任され、普段体験することが出来ない
護摩行などをツアーを組みこみました。

BisuiDaisen パートでガイドを務めた
松田彩子さんの Facebook への投稿

　
10
月
中
旬
に
、
国
の
事
業
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
ガ
イ
ド
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
、
そ
こ

で
6
0
0
0
年
続
く
デ
ザ
イ
ン
の
光
を

感
じ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
旅
行
業

を
取
得
し
、
大
山
流
域
で
の
日
本
に
横

た
わ
る
精
神
性
を
感
じ
て
い
た
だ
く

ジ
ャ
ー
ニ
ー
を
提
供
さ
れ
て
い
る
（
一

社
）
B
i
s
u
i 

D
a
i
s
e
n
の

代
表 

大
原
徹
さ
ん
が
、
数
年
に
渡
り

調
整
さ
れ
て
い
た
観
光
庁
の
事
業
。

　
そ
ん
な
大
事
な
機
会
に
、
私
が
ガ
イ

ド
を
す
る
と
い
う
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
方
々
か
ら
は
、
こ
ん
な
コ

メ
ン
ト
が
。

日
本
に
50
年
以
上
暮
ら
し
、
日
本
の
文

化
や
精
神
性
に
つ
い
て
深
く
造
形
の
あ

る
イ
ギ
リ
ス
人
翻
訳
家
兼
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
の
方
が
、

「
あ
こ
の
住
ん
で
い
る
場
所
は
素
敵
な

所
だ
ね
。『
大
山
さ
ん
の
お
か
げ
』
っ

て
み
ん
な
が
言
う
意
味
が
わ
か
っ
た

よ
。」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、

ア
メ
リ
カ
で
育
っ
た
日
系
3
世
の
テ
レ

ビ
局
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
さ
れ
て
い

る
方
は
、

「
自
分
の
オ
リ
ジ
ン
に
立
ち
返
る
こ
と

が
で
き
た
よ
。」

と
言
っ
て
、
涙
ぐ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
肌
の
色
、
目
の
色
、
お
仕
事
、
国
籍

な
ど
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
関
係
な

く
、　
”
B
e
c
a
u
s
e
　 

o
f 

D
a
i
s
e
n
‐
s
a
n
”「
大
山
さ

ん
の
お
か
げ
」
と
い
う
6
0
0
0
年
続

く
デ
ザ
イ
ン
は
伝
わ
る
こ
と
が
改
め
て

分
か
り
、
6
0
0
0
年
前
か
ら
多
様
な

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
人
た
ち
が

重
な
り
会
う
デ
ザ
イ
ン
が
足
元
に
広

が
っ
て
い
た
だ
な
ん
て
.
.
と
未
だ
に

感
動
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　
6
0
0
0
年
続
く
に
は
や
は
り
何
ら

か
の
理
由
が
あ
っ
て
、
そ
の
時
空
を
超

え
て
今
に
つ
な
が
る
普
遍
的
な
モ
ノ
、

そ
れ
を
紐
解
き
伝
え
て
い
く
。
今
、
そ

れ
に
触
れ
る
こ
と
が
、
沢
山
の
人
に

と
っ
て
救
い
に
な
る
で
し
ょ
う
し
、
か

つ
て
こ
の
地
が
日
本
の
表
玄
関
で
、
大

陸
か
ら
人
が
な
だ
れ
込
む
人
種
の
る
つ

ぼ
で
あ
っ
た
よ
う
に
、「
大
山
さ
ん
の

お
か
げ
」
を
通
し
て
ま
た
こ
の
地
に
新

た
な
積
層
を
つ
む
ぎ
直
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
、
私
の

た
ど
た
ど
し
い
英
語
で
も
「
大
山
さ
ん

の
お
か
げ
」
は
伝
わ
る
こ
と
。

も
っ
と
準
備
を
し
て
い
た
ら
伝
え
ら
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
。　

　
沢
山
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

が
、
次
に
繋
げ
ら
れ
る
手
応
え
を
感
じ

ま
し
た
。

　
こ
こ
大
山
流
域
に
積
層
す
る
も
の

を
、
私
で
も
他
者
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
ま
で
育
て
て
く
だ
さ
っ
た

B
i
s
u
i 

D
a
i
s
e
n
の
皆
様
。

多
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
熱
い
ご
指
導
を
く
だ
さ
っ
た

R
O
O
T
S
中
山 

慶
さ
ん
。

　
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
す
る

チ
ャ
ン
ス
を
く
だ
さ
っ
た 

吹
野 

博
志

さ
ん
。

　
他
に
も
沢
山
の
人
達
の
支
え
の
、
教

え
の
お
か
げ
で
こ
の
度
貴
重
な
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
次
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
サ
ポ
ー
ト
や
応
援
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１日目 鳥取空港⇒鳥取砂丘⇒大因州製紙協業組合⇒山根
酒造⇒倉吉⇒山楽荘（護摩行・宿泊）
2 日目 大神山神社早朝参拝⇒甲川シャワークライミング
⇒大正蔵（しし鍋）⇒淀江海岸⇒木谷沢渓谷
⇒お宿野乃⇒季節料理湖粋
3 日目 小泉八雲記念館・旧居⇒堀川遊覧船⇒松江城⇒レス
トランろんじん⇒月照寺⇒美保館
4 日目 出西窯（工房見学とウェットハンドル手法体験、
民藝のしゃぶしゃぶ）⇒出雲空港（振り返り）

ツアーの行程

※青字がBisuiDaisenパート
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今津田中家

今津

淀江 IC入口

9号線

Imazu-tanakaya  kawaraban

〒689-3401 鳥取県米子市淀江町今津 50-1
TEL : 0859-30-3889
www.imazutanakaya.com
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ホームページ お問い合わせ

㈱
ウ
ォ
リ
ス 

代
表
取
締
役
。
淀
江
町
今

津
に
あ
る
実
家
を
多
く
の
人
の
手
を
借

り
て
リ
ノ
ベ
し
て
U
タ
ー
ン
し
、
宿
と

し
て
活
用
。

引
越
し
前
の
仕
上
げ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！

「淀江プロジェクト」とは、今津田中家という一軒の古民家を巡る物語である。
「淀江プロジェクト」物語 [ 第 21 話 ]連載

作
者
：
田
中 

洋
子

こ
の
地
域
に
つ
い
て
学
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

��� ���� ����� ��� ��¡¢�£¤¥�¦§�¨�©ª«¬®¯°�±²¦¦�¥�¨³

「
淀
江
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
物
語

[

第
21
話]

� 
	 ������������������  ������������� �� 	�

お店のポイントが貯まる！

ー 

第
二
十
二
話
に
続
く 

ー

©Google Earth

　
洋
子
と
そ
の
娘
萌
々
子
が
引
っ
越
す
予
定
の
2
か
月
前
、
2
0
2
0

年
3
月
4
日
〜
12
日
、
9
日
間
の
長
丁
場
で
淀
江
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
9

弾
を
実
施
。
寝
室
に
す
る
予
定
の
洋
室
や
キ
ッ
チ
ン
を
仕
上
げ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
洋
子
は
、
前
年
の
11
月
か
ら
中
国
自
動
車
道
の
西
宮
北
イ
ン
タ
ー
近

く
に
あ
る
K
社
の
大
掛
か
り
な
業
務
改
善
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
お
り
、

こ
の
期
間
中
も
K
社
に
5
日
、
尼
崎
の
E
社
に
1
日
、
大
阪
市
の
M
社

に
1
日
と
訪
問
サ
ポ
ー
ト
予
定
が
続
い
て
い
た
た
め
、
ス
タ
ー
ト
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
に
任
せ
て
、
中
日
の
日
曜
日
と
最
終
日
前
日

の
水
曜
日
に
淀
江
に
帰
る
こ
と
に
し
た
。

今
回
の
淀
江
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
9
弾
は
、

を
含
め
た
8
名
が
長
丁
場
と
な
る
工
事
を
進
め
て
く
れ
て
お
り
、
洋
子

が
中
日
8
日
に
帰
っ
た
と
き
に
は
、
洋
室
の
塗
装
が
完
了
し
、
デ
ッ
キ

か
ら
ト
イ
レ
や
離
れ
の
和
室
に
行
く
入
口
、
裏
口
か
ら
の
登
り
口
な
ど

の
工
事
中
だ
っ
た
。　

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
日
の
8
日
に
姐
さ
ん
（
サ
ハ
ラ
ク
ミ
コ
）
さ
ん
と

米
子
に
興
味
の
あ
る
「
ネ
コ
」
さ
ん
と
洋
子
3
人
で
米
子
に
向
か
っ
た
。

集
合
場
所
は
「
む
き
ば
ん
だ
史
跡
公
園
」。
1
9
9
7
年
2
月
に
鳥
取
県

が
誘
致
し
た
民
間
の
ゴ
ル
フ
場
建
設
工
事
に
先
立
つ
発
掘
調
査
で
発
見

さ
れ
、
洋
子
の
父 

茂
が
「
む
き
ば
ん
だ
保
存
運
動
」
に
熱
心
に
関
わ
っ

て
い
た
「
妻
木
晩
田
遺
跡
」
の
あ
る
場
所
で
、
淀
江
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
て
く
れ
て
い
た
メ
ン
バ
ー
や
、
大
阪
か
ら
そ
の
日
出
発
し
て
駆

け
つ
け
た
し
ょ
う
き
ち
さ
ん
の
友
人
4
人
も
一
緒
に
合
流
し
た
。

　
妻
木
晩
田
遺
跡
の
会
議
室
で
米
子
出
身
の
考
古
学
者 

佐
古
和
枝
さ

ん
（
関
西
外
語
大
学
教
授
）
の
講
義
が
始
ま
っ
た
。
し
ょ
う
き
ち
さ
ん

が
佐
古
和
枝
さ
ん
の
妹 

槙
島 

桂
子
さ
ん
（
神
戸
在
住
）
の
娘 

江
梨
佳

さ
ん
と
知
り
合
い
だ
っ
た
た
め
、
実
現
し
た
勉
強
会
だ
っ
た
。

　
佐
古
さ
ん
の
貴
重
な
講
義
の
後
は
、
佐
古
さ
ん
に
ご
案
内
い
た
だ
き

な
が
ら
、
遺
跡
を
巡
る
。
そ
の
後
、
近
く
の
上
淀
白
鳳
の
丘
展
示
館
や

上
淀
廃
寺
跡
な
ど
に
も
回
り
、
こ
の
地
の
弥
生
時
代
の
繁
栄
や
ず
っ
と

続
い
て
き
た
歴
史
を
皆
で
体
感
し
た
。
上
淀
白
鳳
の
丘
展
示
館
に
は
、

母
屋
の
玄
関
に
飾
ら
れ
た
洋
子
の
母 

景
子
が
書
い
た
油
絵
「
石
馬
」

の
レ
プ
リ
カ
が
あ
り
、
皆
で
盛
り
上
が
る
。
本
物
は
近
く
の
天
神
垣
神

社
の
倉
庫
に
保
管
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
地
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
た
後
、買
い
物
に
行
き
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
整
備
し
て
新
た
に
出
来
た
デ
ッ
キ
の
あ
る
裏
庭
で
、
初
め
て

B
B
Ｑ
を
す
る
こ
と
に
し
て
、
準
備
を
進
め
る
。

　
Ｂ
Ｂ
Ｑ
に
は
輝
ち
ゃ
ん（
吉
田
輝
子
）さ
ん
、あ
つ
こ（
広
瀬
あ
つ
こ
）

さ
ん
、も
り
さ
と
（
森
田
悟
史
）
さ
ん
、ゆ
っ
て
ぃ
（
河
津
優
平
）
さ
ん
、

も
り
さ
と
さ
ん
が
連
れ
て
来
て
く
れ
た
移
住
し
て
活
躍
し
て
い
る
若
い

お
二
人 

大
山
町
の
マ
ー
シ
ー
（
佐
々
木
正
志
）
さ
ん
、
南
部
町
で
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
て
ま
里
を
運
営
す
る
か
な
こ
（
井
上
加
奈
子
）
さ
ん
な
ど

も
加
わ
り
、
そ
の
夜
は
賑
や
か
に
遅
く
ま
で
盛
り
上
が
っ
た
。

　
B
B
Q
パ
ー
テ
ィ
の
で
き
る
素
敵
な
空
間
が
出
来
た
こ
と
に
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
の
活
用
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
、
洋
子
は
翌
日
9
日
の

早
朝
に
淀
江
を
出
発
し
、
西
宮
北
イ
ン
タ
ー
近
く
の
K
社
に
向
か
っ
て

車
を
走
ら
せ
た
。
こ
の
後
に
起
こ
る
驚
愕
の
出
来
事
を
そ
の
時
は
ま
だ

知
る
由
も
無
か
っ
た
。

紙面デザイン　ameno-design

■しょうきち（野崎将太）さん
■しゅう（大木 脩）さん
■翔太郎（宮原翔太郎）さん
■やつだ（八田 公平）さん
■ハブッチ（羽渕 正樹）さん
■恭ちゃん（長久保 恭平）さん 

以外に、新たな 2名

★大阪から家具職人の
■ひぐっちゃん（樋口 侑美）さん

★京都から
電気工事士の資格を持つ
■らいじろう（武藤 頼次郎）さん


